
○倉敷市市民交流センター条例

平成２２年１２月２２日

条例第５３号

改正 平成２３年６月２８日条例第３２号

平成２５年１２月２６日条例第５０号

平成３１年３月２２日条例第３号

（目的及び設置）

第１条 市民の相互交流及び文化活動，コミュニティ活動等の促進を図り，もって地域の活性

化に資するため，市民交流センター（以下「センター」という。）を設置する。

（名称及び位置）

第２条 センターの名称及び位置は，次のとおりとする。

名称 位置

倉敷市児島市民交流センター 倉敷市児島味野２丁目２番３８号

倉敷市玉島市民交流センター 倉敷市玉島阿賀崎１丁目１０番１号

（事業）

第３条 センターは，次に掲げる事業を行う。

（１） センターの施設及び附属設備（以下「施設等」という。）の提供

（２） 歴史民俗海洋資料並びに池田遙邨及び坂田一男の顕彰記念資料の公開（倉敷市玉島

市民交流センターに限る。）

（３） 前２号に掲げるもののほか，センターの設置目的を達成するための事業

（指定管理者による管理）

第４条 センターの管理は，倉敷市公の施設指定管理者の指定手続等に関する条例（平成１５

年倉敷市条例第５４号）に基づき，市長が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に

これを行わせることができる。

（指定管理者が行う業務）

第５条 指定管理者は，次に掲げる業務を行うものとする。

（１） 施設等の使用の許可に関する業務

（２） センターの維持管理に関する業務

（３） 使用料の徴収に関する業務



（４） センターの設置目的を達成するための事業に関する業務

（５） センターの利用者の利便性を向上させるために必要な業務

（６） 前各号に掲げるもののほか，センターの管理に関する事務のうち，市長のみの権限

に関する事務を除く業務

（指定管理者の権限）

第６条 指定管理者は，指定が効力を有する間，次条から第１３条までに規定する市長の権限

を行うものとする。ただし，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第１１

項の規定により，管理の業務の全部又は一部の停止を命ぜられた期間における当該停止を命

ぜられた業務に係るものを除く。

（開館時間）

第７条 センターの開館時間は，午前９時から午後１０時までとする。ただし，市長において

特に必要があると認めるときは，この限りでない。

（休館日）

第８条 センターの休館日は，次のとおりとする。ただし，市長において特に必要があると認

めるときは，休館日を変更することができる。

（１） 毎月第４月曜日

（２） 年末年始（１２月２９日から翌年１月３日まで）

（３） 前２号に掲げるもののほか，市長において特に必要があると認める日

２ 前項第１号に掲げる日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号。以下「祝

日法」という。）に規定する休日に当たるときは，その日を開館日とし，その日後において

その日に最も近い次の各号のいずれにも該当しない日を休館日とする。

（１） 土曜日及び日曜日

（２） 祝日法に規定する休日

（使用許可）

第９条 施設等を使用しようとする者は，あらかじめ，市長の許可を受けなければならない。

許可された事項を変更しようとするときも，また同様とする。

２ 市長は，前項の許可に当たり，施設等の管理上必要があるときは，その使用について条件

を付することができる。

（許可制限）



第１０条 市長は，次の各号のいずれかに該当するときは，施設等の使用を許可しない。

（１） 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認めるとき。

（２） 施設等を破損し，又は滅失するおそれがあると認めるとき。

（３） 暴力排除の趣旨に反すると認めるとき。

（４） 前３号に掲げるもののほか，施設等の管理上支障があると認めるとき。

（使用期間）

第１１条 施設等の連続使用は，６日間を限度とする。ただし，市長において特に必要がある

と認めるときは，この限りでない。

（使用許可の取消し等）

第１２条 市長は，第９条の規定により使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）が次

の各号のいずれかに該当するときは，使用許可を取り消し，又は使用の制限若しくは停止若

しくはセンターからの退去を命ずることができる。

（１） この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

（２） 使用許可の条件に違反したとき。

（３） 虚偽その他不正の手段により，使用の許可を受けたとき。

（４） 第１０条各号のいずれかに該当するとき。

（入場の制限）

第１３条 市長は，次の各号のいずれかに該当する者に対しては，入場を拒み，又は退場を命

ずることができる。

（１） 酩酊
めいてい

して他人に迷惑をかけるおそれのある者

（２） 他人に危害を及ぼし，又は迷惑をかけるおそれのある物品又は動物の類
たぐい

を携行する

者

（３） 市長の許可なくして営業行為をなし，又は張り紙若しくは広告を行う者

（４） 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認める者

（５） 前各号に掲げるもののほか，施設等の管理上支障があると認める者

（使用料）

第１４条 市長は，使用者から，別表第１及び別表第２並びに附属設備の使用について定める

規則の規定により算出して得た額の使用料を徴収する。この場合において，確定金額に１円

未満の端数があるときは，その端数を切り捨てるものとする。



２ 前項の使用料は，第９条の規定により使用を許可する際に徴収する。ただし，市長におい

て特別の理由があると認めるときは，別に納期限を定めて納付させることができる。

（使用料の不還付）

第１５条 既納の使用料は，還付しない。ただし，次の各号のいずれかに該当するときは，そ

の全部又は一部を規則で定めるところにより還付することができる。

（１） 災害その他使用者の責めに帰することができない理由により使用不能となったとき。

（２） 使用者が使用開始前に使用の取消しを届け出た場合で，市長において相当の理由が

あると認めるとき。

（３） 使用者が使用開始前に使用許可の変更を申請した場合で，市長において相当の理由

があると認めるとき。

（４） 前３号に掲げるもののほか，市長において相当の理由があると認めるとき。

（使用料の減免）

第１６条 市長は，公益上必要があると認めるときは，規則で定めるところにより，使用料を

減免することができる。

（利用料金）

第１７条 市長は，センターの管理を第４条の規定により指定管理者に行わせる場合において

適当と認めるときは，指定管理者に施設等の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）

を当該指定管理者の収入として収受させることができる。

２ 前項の場合において，利用料金は，第１４条の規定にかかわらず，別表第１及び別表第２

並びに附属設備の使用について定める規則に規定する額の範囲内において，指定管理者があ

らかじめ市長の承認を得て定めるものとする。利用料金を変更しようとするときも，また同

様とする。

３ 指定管理者は，前項の承認を受ける場合においては，あらかじめ，利用料金の額の案を作

成し，市長に承認を申請するものとする。

４ 指定管理者は，第２項の規定により利用料金を定めたときは，直ちに公表するとともに，

センターにおいて利用者の見やすい場所に掲示しなければならない。

５ 指定管理者は，第１項の場合において，市長の承認を得て定める基準により，利用料金の

全部若しくは一部を還付し，又は利用料金を減免することができる。

（販売行為等の制限）



第１８条 使用者は，許可を受けないで施設内（敷地を含む。）において物品の販売又は金品

の寄附，募集等の行為を行い，又は行わせてはならない。

（目的外使用等の禁止）

第１９条 使用者は，許可を受けた使用目的以外に施設等を使用し，若しくは転貸し，又はそ

の使用の権利を第三者に譲渡してはならない。

（造作等の制限）

第２０条 使用者は，施設等の使用に際し，造作を加え，又は特別の設備を設置してはならな

い。ただし，あらかじめ，市長の許可を受けた場合は，この限りでない。

（保安等の責任）

第２１条 使用者は，施設等の使用に際し，施設等を善良な管理者の注意をもって管理すると

ともに，入場者の整理及び警備の責任を負うものとする。

（職員の立入り等）

第２２条 使用者は，センターの職員が職務執行のため使用許可した施設に立ち入るときは，

これを拒むことができないとともに，当該職員の指示に従わなければならない。

（原状回復の義務）

第２３条 使用者は，施設等の使用を終了したとき，又は使用許可を取り消されたときは，直

ちにセンターの職員の指示に従い，施設等を原状に回復して返還しなければならない。

２ 使用者が前項の義務を履行しないときは，市長は，使用者に代わってこれを執行し，その

費用を使用者から徴収する。

（損害賠償）

第２４条 施設等を破損し，又は滅失した者は，市長の指示に基づいてこれを原状に回復し，

又はその損害を賠償しなければならない。ただし，市長においてやむを得ない理由があると

認めるときは，この限りでない。

２ 本市は，施設等の使用に際し，使用者若しくは入場者が被った損害又は第１２条の規定に

よる処分により使用者が被った損害について，その賠償の責めを負わない。

（使用者等の遵守事項）

第２５条 使用者及び入場者は，次に掲げる事項を遵守しなければならない。

（１） 入場人員は，使用施設の定員を超えないこと。

（２） あらかじめ指定された場所以外で火気を使用し，又は喫煙しないこと。



（３） 建物その他の物件を破損し，又は汚損するおそれのある行為をしないこと。

（４） 騒音を発し，暴力を用いる等他人に迷惑を及ぼす行為をしないこと。

（５） 所定の場所以外の場所に出入りしないこと。

（６） 特に承認を受けた者以外は，所定の場所に備え付けた物件を移動させないこと。

（７） 使用後は，速やかに原状に回復し，清掃すること。

（８） 前各号に掲げるもののほか，センターの職員が指示した事項

（委任）

第２６条 この条例の施行について必要な事項は，規則で定める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は，平成２３年１０月１日から施行する。

（準備行為）

２ 施設等の使用許可申請の受付その他の必要な準備行為は，この条例の施行の日前において

も行うことができる。

附 則（平成２３年６月２８日条例第３２号）

（施行期日）

１ この条例は，平成２４年４月１日から施行する。

（準備行為）

２ 倉敷市玉島市民交流センターの施設等の使用許可申請の受付その他の必要な準備行為は，

この条例の施行の日前においても行うことができる。

附 則（平成２５年１２月２６日条例第５０号抄）

（施行期日）

１ この条例は，平成２６年４月１日から施行する。

（その他の使用料等に係る経過措置）

６ この条例（第１条及び第３４条を除く。）による改正後の各種使用料等に係る規定は，施

行日以後に使用許可その他の行為が行われるものに係る使用料等について適用し，施行日前

に当該行為が行われたものに係る使用料等については，なお従前の例による。

附 則（平成３１年３月２２日条例第３号抄）

（施行期日）



１ この条例は，平成３１年１０月１日から施行する。

（その他の使用料等に係る経過措置）

６ この条例（第２条及び第３２条を除く。）による改正後の各種使用料等に係る規定は，施

行日以後に使用許可その他の行為が行われるものに係る使用料等について適用し，施行日前

に当該行為が行われたものに係る使用料等については，なお従前の例による。

別表第１（第１４条，第１７条関係）

倉敷市児島市民交流センター

使用区分・時間

使用場所

基本使用料（円） 冷暖房料

午前 午後 夜間 昼間 昼夜間 全日

９時～１

２時

１３時～

１７時

１８時～

２２時

９時～１

７時

１３時～

２２時

９時～２

２時

ジーンズホール ３，９６

０

５，２８

０

５，２８

０

１０，６

７５

１１，９

９５

１７，３

８０

１時間につき

冷房料

１，７２９円

暖房料

１，２７８円

楽屋第１楽屋 １１５ ２２０ ２２０ ４４０ ４４０ ６６０

第２楽屋 １１５ ２２０ ２２０ ４４０ ４４０ ６６０

第３楽屋 １１５ ２２０ ２２０ ４４０ ５５５ ７７５

楽屋シャワー室 ５５５ ５５５ ５５５ ５５５ ６６０ ６６０

会議

室

第１会議室 ８８０１，１０

０

１，１０

０

２，３１

５

２，６４

０

３，８５

５

第２会議室 ２２０ ３３５ ３３５ ６６０ ７７５１，１０

０

第３会議室 ５５５ ７７５ ７７５１，５４

０

１，６５

５

２，５３

５

第４会議室 １１５ ２２０ ２２０ ４４０ ５５５ ７７５

第５会議室 １１５ ２２０ ２２０ ４４０ ５５５ ７７５

第６会議室 ３３５ ５５５ ５５５１，１０

０

１，２１

５

１，７６

０

第１和室会議室 ３３５ ５５５ ５５５１，１０１，２１１，７６



０ ５ ０

第２和室会議室 ２２０ ３３５ ３３５ ６６０ ６６０ ９９５

多目的室 ９９５１，４３

５

１，４３

５

２，８６

０

３，１９

５

４，６２

０

視聴覚室 １，９８

０

２，６４

０

２，６４

０

５，３９

５

６，１６

０

８，８０

０

練習

室

第１練習室 ２２０ ３３５ ３３５ ６６０ ７７５１，１０

０

第２練習室 ２２０ ３３５ ３３５ ６６０ ６６０１，１０

０

いきいきふれあいル

ーム

９９５１，３２

０

１，３２

０

２，６４

０

３，０８

０

４，４０

０

工作室 ７７５ ９９５ ９９５２，０９

５

２，３１

５

３，４１

５

陶芸窯室 ６６０ ６６０ ６６０ ８８０ ８８０１，１０

０

調理室 １，４３

５

１，７６

０

１，７６

０

３，０８

０

３，４１

５

４，７３

５

多目的ホール １，１０

０

１，４３

５

１，４３

５

２，９７

５

３，４１

５

４，８４

０

展示スペース（１ブ

ロック）

５２ ７３ ７３ １３６ １４７ ２２０

ギャラリー（１ブロ

ック）

４２ ６３ ６３ １１５ １２６ １７８

芝生広場 ６６０ ８８０ ８８０１，７６

０

１，９８

０

２，９７

５

備考

１ 多目的ホールを時間単位で使用する場合における１時間当たりの基本使用料は，使用



部分が全面の場合にあっては３７７円，２分の１の場合にあっては１８９円，３分の１

の場合にあっては１２６円，６分の１の場合にあっては６３円とする。

２ 割増料

（１） 入場料割増し

使用者が入場料又はこれに類するもの（以下「入場料等」という。）を徴収する場

合は，基本使用料又は冷暖房料に次のとおり加算する。

ア ジーンズホールの使用については，入場料等が２，０００円以上３，０００円未

満のときは基本使用料の１００パーセント，３，０００円以上４，０００円未満の

ときは基本使用料の１５０パーセント，４，０００円以上のときは基本使用料の２

００パーセント

イ ジーンズホール以外（楽屋シャワー室を除く。）の使用については，入場料等が

２，０００円以上のときは，基本使用料の５００パーセント

ウ 冷暖房の使用については，入場料等が２，０００円以上のときは，冷暖房料の１

００パーセント

（２） 営業割増し

使用者が営業，営業の宣伝その他これらに類する目的をもって２，０００円未満の

入場料等を徴収する場合（無料で入場させる場合を含む。）は，基本使用料又は冷暖

房料に次のとおり加算する。

ア ジーンズホールを使用するときは，基本使用料の１００パーセント

イ ジーンズホール以外（楽屋シャワー室を除く。）を使用するときは，基本使用料

の５００パーセント

ウ 冷暖房を使用するときは，冷暖房料の１００パーセント

（３） 市外居住割増し

本市住民（本市内に居住する者又は本市内に事務所を有する法人をいう。）以外の

者が使用する場合は，基本使用料（楽屋シャワー室に係る基本使用料を除く。）又は

冷暖房料の１００パーセントを加算する。

（４） 超過時間等割増し

ア 施設の繰上げ又は超過使用の場合は，繰上げ又は超過使用時間３０分ごとに，使

用時間区分の１時間当たりの基本使用料（前３号のいずれかに該当する場合は，前



３号の各規定により加算して得た額とする。）の５０パーセントを加算する。この

場合において，３０分未満は３０分として取り扱うものとする。

イ ジーンズホールの冷暖房の繰上げ又は超過使用の場合は，繰上げ又は超過使用時

間３０分ごとに，１時間当たりの冷暖房料（前３号に該当する場合は，前３号の規

定により加算して得た額とする。）の５０パーセントを加算する。この場合におい

て，３０分未満は３０分として取り扱うものとする。

３ ジーンズホールの使用の場合は，ジーンズホールの基本使用料に第１楽屋，第２楽屋

及び第３楽屋の基本使用料を含むものとする。

４ 準備又は練習のためにジーンズホール（客席及び親子室を除く。）を使用する場合は，

基本使用料の５０パーセントを減額する。

５ 使用時間は，準備，使用後の整理及び原状回復に要する時間を含む。

６ 金額には消費税及び地方消費税を含む。

別表第２（第１４条，第１７条関係）

倉敷市玉島市民交流センター

１ ホール・会議室等

使用区分・時間

使用場所

基本使用料（円） 冷暖房料

午前 午後 夜間 昼間 昼夜間 全日

９時～１

２時

１３時～

１７時

１８時～

２２時

９時～１

７時

１３時～

２２時

９時～２

２時

ホール ４，２９

５

５，７２

０

５，７２

０

１１，４

４０

１２，８

７５

１８，５

９５

１時間につき

冷房料

１，８５４円

暖房料

１，３７２円

楽屋第１楽屋 １１５ ２２０ ２２０ ４４０ ５５５ ７７５

第２楽屋 ２２０ ２２０ ２２０ ５５５ ６６０ ８８０

第３楽屋 １１５ ２２０ ２２０ ４４０ ５５５ ７７５

楽屋シャワー室 ５５５ ５５５ ５５５ ６６０ ７７５ ８８０

会議

室

第１会議室 ９９５１，３２

０

１，３２

０

２，７５

５

３，０８

０

４，５１

５

第２会議室 １，８７２，５３２，５３５，０６５，６１８，１４



５ ５ ５ ０ ５ ０

第３会議室 ８８０１，２１

５

１，２１

５

２，５３

５

２，８６

０

４，１８

０

第４会議室 ６６０ ８８０ ８８０１，８７

５

２，０９

５

３，０８

０

第５会議室 ３３５ ４４０ ４４０ ８８０ ９９５１，４３

５

第６会議室 ２２０ ３３５ ３３５ ７７５ ８８０１，３２

０

第１和室会議室 ３３５ ４４０ ４４０ ９９５１，１０

０

１，６５

５

第２和室会議室 ２２０ ３３５ ３３５ ７７５ ８８０１，２１

５

第３和室会議室 ２２０ ３３５ ３３５ ７７５ ８８０１，２１

５

多目的室 ３３５ ５５５ ５５５１，１０

０

１，２１

５

１，７６

０

練習

室

第１練習室 ７７５１，１０

０

１，１０

０

２，２０

０

２，４２

０

３，６３

５

第２練習室 ３３５ ４４０ ４４０ ８８０ ９９５１，４３

５

工作室 ８８０１，１０

０

１，１０

０

２，３１

５

２，６４

０

３，７４

０

陶芸窯室 ６６０ ６６０ ６６０ ８８０ ９９５１，１０

０

調理室 １，４３

５

１，７６

０

１，７６

０

２，８６

０

３，１９

５

４，２９

５

美術第１美術展示室 ３３５ ４４０ ４４０ ８８０ ９９５１，５４



展示

室

０

第２美術展示室 ８８０１，２１

５

１，２１

５

２，４２

０

２，７５

５

３，９６

０

美術倉庫（１ブ

ロック）

７３ ９４ ９４ １７８ ２１０ ３０４

備考 別表第１備考（第１号を除く。）の規定は，この表の使用料及び使用時間について準

用する。この場合において，同表備考中「ジーンズホール」とあるのは「ホール」と読み

替えるものとする。

２ 体育室

種別 単位 基本使用料

フロアーを全面使用する場合 １時間につき ４３０円

バレーボール １面１時間につき ３５６円

バスケットボール １面１時間につき ３５６円

バドミントン １面１時間につき １２６円

インディアカ １面１時間につき １２６円

ソフトバレー １面１時間につき １２６円

バウンドテニス １面１時間につき ９４円

卓球 １面１時間につき ３１円

備考

１ 割増料

（１） 入場料割増し

使用者が２，０００円以上の入場料等を徴収する場合は，基本使用料の５００パー

セントを加算する。

（２） 営業割増し

使用者が営業，営業の宣伝その他これらに類する目的をもって２，０００円未満の

入場料等を徴収する場合（無料で入場させる場合を含む。）は，基本使用料の５００

パーセントを加算する。

（３） 市外居住割増し



本市住民（本市内に居住する者又は本市内に事務所を有する法人をいう。）以外の

者が使用する場合は，基本使用料の１００パーセントを加算する。

（４） 超過時間等割増し

施設の繰上げ又は超過使用の場合は，繰上げ又は超過使用時間３０分ごとに，１時

間当たりの基本使用料（前３号のいずれかに該当する場合は，前３号の各規定により

加算して得た額とする。）の５０パーセントを加算する。この場合において，３０分

未満は３０分として取り扱うものとする。

２ 使用時間は，準備，使用後の整理及び原状回復に要する時間を含む。

３ 金額には消費税及び地方消費税を含む。

３ 屋外体育施設

種別 単位 基本使用料

テニスコート １面１時間につき １７８円

シャワー室 １人１回につき ４２円

備考 別表第２の２の項の表備考の規定は，この表の使用料について準用する。ただし，シ

ャワー室に係る使用料については，別表第２の２の項の表備考第１号及び第２号の規定を

準用しない。


